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Summary 
Effective由ily回 refor beha吋oraland psychological symp加msof dementia (BPSD)おanrmpo此antstudy
topic. However， few related studies have yet been conducted. In this paper， the author discussed on need for 
BPSD伺 re，reviewed care methods， and proposed a study using successful cases. Furthermore， the author 
proposed ano血.erstudy using the ∞n田ptof 'Self-efficaザtoinvestigate effective strategies for BPSD care. 
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義されている 1) 0 BPSDは認知症高齢者本人を苦
しめるだけでなく，介護者の介護負担や介護スト
レスを増大させる原因となりうると指摘されてお
















































































































































援方法を整理した 19) 0 Kutsumiらは高齢者福祉施
設に勤務する職員 15名(介護職 11名，看護職 4
名)にインタビューし，情緒・行動的同調の技法
(3) 
( Emotional and behavioral-concordance 
techniques) ，受容・支持的技法 (Acceptanceand 
supportive techniques) ，制限の技法 (Restraining











































































































































































































































































理症状1，アルタ出版， 15 (2005) 
2)池田学:痴呆の行動異常と他の症状との関連;アル
ツハイマー病の妄想を中心に，老年精神医学雑誌， 13 
(2)， 157 (2002) 
3) 犬塚伸・高橋徽他:痴呆の行動異常判定の原則と基
準，老年精神医学雑誌， 13 (2)， 146 (2002) 
4)小林敏子:介護者からみた行動異常評価尺度 (COBRA
など)，老年精神医学雑誌， 13 (2)， 181 (2002) 
5) Black W， Almeida OP: A systematic review of the 
association between the behavioral and 




psychological symptoms of dementia)ケアのための
新たな概念の構築;問題行動パラダイムを越えて，
日本看護研究学会雑誌， 31( 1)， 111-120(2008) 
7)井上千津子・津田信子・白樺政和・本間昭監修 本
間昭編:W介護福祉士養成テキストブック 11 認知症
の理解1，ミネルヴァ書房， 19 (2009) 
8)高橋未央・山下功一・天野直二:アルツハイマー病




精神医学雑誌， 21 (8)， 843 (2010) 
11)本間昭:痴呆における精神症状と行動障害の特徴，
老年精神医学雑誌， 9 (9)， 1021 (1998) 
12)日本老年精神医学会監訳 WBPSD 痴呆の行動と心
理症状1，アルタ出版， 15 (2005) 
13)福井貞亮:ニードによって引き起こされた妥協的認





















20) Masami K， Mikiko 1， Keiko S， et al. • Management 
of behavioral and psychological symptoms of 







教育心理学研究， 43(3)， 306-314(1995) 
23)佐藤祐基:自己効力感と性格特性との関連，人間福
祉研究， 12，153-161 (2009) 






活学研究科論集， (4)， 55・64(2004) 
27) 鈴木黛・鎌田雅史・淵上克義:養護教諭の自己効力
感の形成に及ぼす学校組織特性の影響 (1)，日本教
育心理学会総会発表論文集， (49)， 144 (2007). 
28) 山本奨:不登校児童生徒を支援する教師の自己効力
感，経験量による検討， 日本教育心理学会総会発表
論文集， (51)， 188 (2009). 
29) 鈴木員雄・松田健:中堅教員の自己効力感の形成要
因に関する基礎的研究(2)，日本教育心理学会総会発
表論文集， (40)， 283 (1998). 
30) Bandura A: Self-efficacy; The exercise of control 
W.H.Freeman and Company. Yew York (1997). 
31) パンデューラ 『激動社会の中の自己効力~ (監訳:
本明寛，里子口京子)，第 7刷，金子書房， 11-12 (2008)目
32) パンデューラ.前掲書 31)
33) 東保光彦・坂里子雄二:前掲書 21)
34) Tipton R.M， Worthington E.L : The measurement 
。fgeneralized self-efficacy: A study of construct 
(7) 
validity. Journal 。f Personality 
Assessment. 48， 545-548(1984) 
35) Sherer M， Adams C.H : Construct validity of the 
self-efficacy scale. Psychological Reports.53， 
899-902(1983) 
36)坂野雄二・東保光彦 一般性セルフ・エフィカシー







育心理学会総会発表論文集， (49)， 145 (2007) 
42)鈴木蒸・鎌田雅史・淵上克義:養護教諭の自己効力
感の形成に及ぼす学校組織特性の影響 (3)，日本教









http://law.e-gov. go.j p/h tmlda ta/H 18/H 18F 1900 1 0 
00034.html 
- 54 -
生活科学研究誌・ Vol.11 (2012) 
認知症高齢者の行動・心理症状(BPSD)を改善するための支援
およびその支援における自己効力感に関する文献研究
鄭尚海
要旨:日常的支援において BPSDの改善に有効な支援方法を検討することが重要な研究課題である。しか
し，このような研究は，ほとんどみあたらない。そこで本論文では， BPSD改善の重要性を論じ，そのため
の支援方法に関する先行研究を整理したうえで，改善事例を用いた支援方法に関する実証研究の提案を行
う。また， BPSDに対する支援をよりよく行うための方策を検討するために，自己効力感という概念を取り
入れた実証研究の提案を行った。
(8) 
